


127

大学における公開スポーツ教室の運営・指導

　　　　　　　　に関する事例研究

金

徳

崎
永
良
幹

三＊

雄＊

Case　Study　on　Management　and　Guidance　of　Summer

　　　　　　　　Sports　School　at　University

Ryozo　KANEZAKI＊and

Mikio　TOKUNAGA＊

緒　言

　近年，生活水準の向上や余暇時間の増加，生活意識

の変化などに伴って国民一般の健康・体力への関心は

高まり，身体活動やスポーツへの欲求の増大がみられ

る。国や地方自治体も，社会における体育・スポーツ

活動の必要性を痛感し，最近では「国民スポーツ」と

か「みんなのスポーツ」などの名称のもとにその振興

に努めている。こうしたなかで文部省は，国立学校開

放事業の一環として昭和48年に我国では初めてである

国立大学でのスポーツ教室の開設に踏み切った。

　九州大学でもその主旨に基づいて，昭和51年度まで

4年間継続して公開スポーツ教室を実施してきた。こ

の間，我々は参加者を対象に質問紙調査，面接，測定

などを行うことによりスポーツ教室の開設に伴う諸問

題を検討しながらこの事業に携ってきた。スポーツ教

室の開設とその課題についての報告は既に行ったがD

2），本稿では第1回（昭和48年）から第3回（昭和50

年）までの家庭婦人を対象とした「九州大学公開スポ

ーッ教室」（テニス及びバレーボール・コース）の概

要を総括的に紹介し，その運営・指導をめぐる問題及

びスポーツ教室の機能について報告する。

実施概要

1．公開スポーツ教室について

表1にスポーツ教室の概要を示したが，基本的には
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文部省の実施要項3）に従った。

　（1）主催　九州大学

　②コース・募集人員・対象　コースはテニス（硬式）

とバレーボール（9人制）。両コースとも募集人員は

毎回原則として30名，対象は家庭婦人とした。その結

果，実際の参加者はテニス・コースが第1回27名，第

2回41名，第3回48名，バレーボール・コースが第1

回21名，第2回33名，第3回53名であった。

　㈲会場九州大学教養部テニスコート5～7面及び

体育館。

　（4｝期日・期間・時間期日と期間は，大学の夏季休

暇中の10日間で適宜休日を設けた。時間は両コースと

も午前10時～12時までの2時間である。

　（5）指導者と指導内容　指導は両コースとも毎回九州

大学教養部保健体育教官2名が行い，その他に学生補

助員を若干名あてた。指導内容は，末尾の附表1～2

のとおりである。なお，第1回教室のみ両コースとも

指導に際しての「手びき」を作成しこれを配布した。

その他主な特徴は，第2回からテニス・コースが16Tva

映写会（「テニスの基礎技術」）をプログラム化したこ

と，バレーボール・コースが「壮年体力テkト」を実

施したこと，そして第3回には両コース合同で「スポ

ー ツ講演会」を行ったこと及びバレーボール・コース

がVTRを利用して個人指導を行ったことなどであ

る。

　（6）その他　文部省の実施要項に基づいて受講料800

円を徴収し，第2回からは全員を「スポーツ安全協会

傷害保険」に加入させた。教室は，初日と最終日には

それぞれ開講式と閉講式を行い，閉講式では終了証を

授与した。また広報は，申し込みの約2週間前に第1
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表1九州大学スポーツ教室の概要

第　1　回　（昭48年） lL第・ 回，（昭49年） 第　3　回　（昭50年）

コース 1テニス1バレー’jテニス1バレー1テニス1バレー
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回教室では新聞，ラジオ，テレビ，大学広報を利用し，

第2回と第3回は新聞，市政だより，大学広報を利用

して行った。

　2．　スポーツ教室における調査

　教室参加者に対して教室開始前に始めの調査（「九

州大学スポーツ教室参加者に関する調査」）を，教室

終了直後に終りの調査（「九州大学スポーツ教室につ

いての調査」）を毎回実施した。なお，教室終了後の

参加者のスポーツ活動を把握するために追跡調査（「ス

ポーツ教室以後のスポーツ活動に関する追跡調査」）を

両コースとも第2回教室終了後（昭和49年12月）に実施

し，さらにバレーボール・コースは第3回終了後（昭

和50年12月）にも同様の調査を実施した。以上のそれ

ぞれの調査の回収状況は，表2に示すとおりである。
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表2調査の回収状況

始めの調査

終りの調査

追跡調査

第　　1　　回

9三麦

　25
（83％）

　24
（96％）

バレーボール
コ　　ー　　ス

　20
（91％）

　18
（86％）

第　　2　　回 第　　3　　回

ζt委

　33
（92％）

　30
（83％）

　44
（76％）

バレーボール
コ　　ー　　ス

　22
（100％）

　20
（91％）

　24
（73％）

1：呈

　21
（91％）

　22
（96％）

バレーボール
コ　　ー　　ス

　33
（97％）

　47
（89％）

　40
（73％）

※　（）内は回収率を示す。

テニス・コース
ξ汀ξξ告輩 45才以上 憶麗

バレーボール・コース

t・s轟．移．・φzの’．． 40～44才 ・’ 吉己ぬ

‘・3・’溺・・5・髄’党・繍 ・’：・tt・．ち烏ちw’・’・減・．齢、’ ．雪斉’：・’　　．ち’：〆’ろ35～39才

…’ z　．’ ・．呂・駕・t・°．・駕・

30～34才
ξ次’ぢ’エ、，．‘4♂・．’晃確・4 ’識・‘う’3・．’．・三・’：・陀・よ：

：・駕・’鴫・・’z．’．・”． ∴・　．◆・・ 25～29才

ち・・t・v．沿㌔ 20～24才

10 代

50 40 30 20 10

口’・∴’．’、、や．
一■

第1回
第2回
第3回

（％）

テニスN＝25
テニスN　＝33

テニスN＝21

図1年令構成

10 20 30

バレーボールN＝20

バレーボールN＝22

バレーボールN＝33

4d 50

結果と考察

　1．＄加者の特性

　（1）社会的特性

　まず教室参加者全体の年令をみると，30代が最も多

い。バレーボール・コース（以下Vコースと略す）は

第1回～第3回とも7割以上が30代であるのに対し

て，テニス・コース（以下Tコースと略す）は20代が

第1回28％，第2回39％，第3回38％を占めており，

Vコースに比べて年令構成は多様である（図1）。学歴

では，Vコースが高校卒が中心であるのに対し，　Tコ

ースは大学卒が毎回半数以上を占め，コース間に差が

みられた（表3）。職業は，全体として大部分（第1回

73％，第2回64％，第3回80％）が家事専念であり，

定職有りの者は第2回に15％程みられたが第1回2

％，第3回4％と極めて少数であった。
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表3学　歴 （％） 表4　運動クラブ所属の経験 （％）
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あ
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な

し
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あ

り

な

し

所属時期

過

去

現
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第2回13313・・！36・41・5・2145・41・1・

第3回12・1・13・・323・838・・14・8i・

テ

二

ス

第・回12・回8…IS・・1・5・・1・1・

第2回12214・Sl・…lg・・lg・・］9・・lg・・

第3回1331g・・！87・gl　3・・1・1・1・

バボ

レl

lル

第・回125176・・124・・148・・52・・1・6・・132・・

第2回13316・・6139・43・・3169・71・8・2・2・・

第3回12・16・・938．・42．957．・33．79．・

第・回12・lg…1…i7…！3…1・5・・15…

第2回12217・・3122・7159・・14・・gl　4・5154・5

第3回133172・7127・316・・639・41　9・・5・．5

　次に家庭の暮らしむきは，両コースとも大部分が

「普通」と答えており，「よくない」とした者は僅少

である。子供の数は，だいたい2～3人が殆どであり，

末子の年令は小学生以下が第1回50％，第2回51％，

第3回59％と半数近くを占めている。

　②スポーツ活動等について

　表4によって運動クラブ所属についてみると，両コ

ースともに学生時代の経験者が多いことがわかる。卒

業後は「経験あり」が減少しており，現在のクラブ所

属になるとさらに少なくなっている。Vコースは半数

以上が現在の所属者であるが，Tコースの場合は少な

い傾向にある。このことは，参加者の教室参加以前の

スポーツ活動の実施程度にもあらわれている。すなわ

ち，週1回以上スポーツを実施している者がVコース

に第1回85％，第2回56％，第3回73％を占めるのに

対し，Tコースは第1回32％，第2回27％，第3回24

％と少なくコース間に大きな差がある。

　ここで特に注目すべきことは，夫の過去のスポーツ

経験である。全体的にみて，参加者の夫の半数以上が

過去において運動クラブやサークルの経験者であり，

これにクラブの経験はないがスポーツをかなりやった

という者を含めると約8割にものぽっている。また，

主婦がス’“一’ツ教室に参加することに対して夫の理解

が大部分得られていることを考え合わせると，夫のス

ポーツ経験とスポーツへの理解は婦人のスポーツ参加

に影響を与える一要因と思われる。一方，参加者のス

ポーツへの好き嫌いは「非常に好き」と「好きな方」

を合わせると，全体として第1回96％，第2回93％，

第3回96％と殆どがスポーツ好きである。当然のこと

ながら，日項機会があればスポーツをしたいと思って

いる者が第1回98％，第2回100％，第3回98％と殆

どを占めた。

　㈲教室参加の目的

　教室参加の目的は，「スポーツを楽しむ」，「健康

・体力の向上」及び「スポーツ技術の向上」が主なも

のである（表5）。　しかし，これをスポーツ活動の実

施程度別にみると，明らかな特徴がみられる。すなわ

ち，スポーツを「週1回以上」実施している者と「週

1回未満」の者を比較すると，第1回教室では前者は

技術志向，後者は楽しみ志向が最も多く，第2回はと

もに楽しみ志向が強いが「健康・体力の向上」は後

者，「スポーツ技術の向上」は前者に多くみられる。

また，第3回教室でも前者は技術志向，後者は健康・

体力志向が最も多かった。

　さらに，現在のクラブ所属別でみると，第2回はこ

れといった特徴はみられなかったが，第1回と第3回

ではクラブ所属者は技術志向であり，非所属者は楽し

み志向と健康・体力志向が相対的に多くみられた。こ

のように，日頃スポーツを実施している者は，スポー

ツ教室では技術の向上を目的にする者が多く，そうで

ない者は健康・体力の向上やスポーツを楽しむことを

目的とする者が多い傾向にあるといえる。

　2．スポーツ教室の運営方法

　九州大学における公開スポーツ教室は，指導者の研

究及び教育活動，運動部や同好会との体育施設使用の

調整，それに20時間以上という指導期間を考慮すると

その開設は7月下旬～8月上旬という夏季休暇に限定

される（表1参照）。スポーツ教室の形態には，宇土

ら4）の報告によれば，①間隔をおかずに一定期間集

中して行うP型（Poilt），②一定期間（1～3ケ月）
























